
プ
リ
ン
ス
電
機

　
プ
リ
ン
ス
電
機
は
低
酸
素
社

会
へ
向
け
て
、
２
０
０
８
年
に

「
ス
リ
ム
エ
コ
」
環
境
宣
言
を

し
た
。
「
ス
リ
ム
エ
コ
製
品
」

「
ス
リ
ム
エ
コ
活
動
」
「
ス
リ

ム
エ
コ
企
業
」
の
三
つ
の
施
策

を
掲
げ
活
動
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
施
設
・
機
器
照

明
の
専
門
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は

の
品
種
や
独
自
の
光
源
色
な

ど
、
商
業
施
設
の
「
省
ア
ッ
プ

＆
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
」
に
つ
な
が

る
環
境
配
慮
型
照
明
の
開
発
・

製
造
・
普
及
を
推
進
し
て
い

る
。
ベ
ー
ス
照
明
で
は
管
径

・
５

の
省
エ
ネ
蛍
光
灯

「
省
ラ
イ
ン
」
を
、
間
接
・
棚

下
、
冷
凍
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

照
明
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
「
デ

ィ
ー
ラ
イ
ン
」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
特
に
食
品
照
明

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
同
社
は
、
長
年
蓄
積
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

光
源
に
も
反
映
さ
せ
省
エ
ネ
で

食
品
照
明
に
適
し
た
環
境
配
慮

型
照
明
を
展
開
し
て
い
る
。

有力企業の製品・技術〈順不同〉

第 回「あかりの日」
全国小学生ポスターコンテスト

　　名古屋市立志段味東小学校
　　６年生の小宮山舞子さんが
　　最優秀賞に輝いた

省エネ照明月日はあかりの日
　
き
ょ
う
、

月

日
は
「
あ
か
り
の
日
」
で
あ
る
。
１
８
７
９
年

月

日
、

ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
開
発
し
た
白
熱
電
球
は

時
間
以
上
点
灯
し
た
こ
と
に

よ
り
、
実
用
的
な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
エ
ジ
ソ
ン
の
偉
業
を
た
た
え
て
制
定
さ

れ
た
記
念
日
で
あ
る
。
エ
ジ
ソ
ン
の
偉
業
か
ら
１
３
５
年
。
「
あ
か
り
」
「
照

明
」
の
世
界
を
大
き
く
変
え
た
技
術
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
開

発
と
い
う
偉
業
を
た
た
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は

月
７

日
、
赤

勇
名
城
大
学
教
授

、
天
野
浩
名
古
屋
大
学
教
授

、
中
村

修
二
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教
授

の
３
氏
に
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
贈
る
と
発
表
し
た
。

２
０
２
０
年
に
１
０
０
％
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
半
導
体
照
明

さ
ら
な
る
普
及
拡
大
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動

ウ
シ
オ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

　
ウ
シ
オ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

「
無
線
制
御
　
植
物
育
成
用
Ｌ

Ｅ
Ｄ
バ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
無
線

に
よ
る
調
光
、
点
灯
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
い
っ
た
制
御
が
可
能
。

　
一
般
用
途
だ
け
で
は
な
く
、

産
業
用
途
の
「
あ
か
り
」
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
登
場
以
来
、
目
ざ
ま
し

い
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。
農
業

分
野
で
の
植
物
育
成
用
照
明
も

そ
の
一
つ
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
植
物
が

成
長
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ

る
「
赤
」
と
「
青
」
の
波
長
を

効
率
よ
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
波
長

強
度
が
固
定
な
の
で
育
成
環
境

や
野
菜
種
で
求
め
ら
れ
る
強
度

比
率
に
適
用
で
き
な
い
」
「
有

線
制
御
で
は
配
線
や
制
御
に
時

間
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
」
な
ど

の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
同
社

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
は
こ

う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
も

の
。
同
製
品
は

月
に
稼
働
予

定
の
日
本
山
村
硝
子
株
式
会
社

・
植
物
工
場

兵
庫
県
尼
崎

市

に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て

導
入
を
予
定
。

内
田
洋
行

　
内
田
洋
行
が
展
開
し
て
い
る

ビ
ル
の
中
央
制
御
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
統
合
監
視
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
は
自
律
分
散

制
御
技
術
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
。
安
全
・
安
心
・
省
エ
ネ

・
快
適
性
向
上
を
実
現
す
る
技

術
基
盤
と
し
て
、
企
業
活
動
の

品
質
向
上
に
寄
与
す
る
。

　
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
進
化
は
照
明
・
空
調
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
建
物
設
備

の
制
御
シ
ス
テ
ム
に
、
利
便
性

の
向
上
、
コ
ス
ト
削
減
、
高
い

拡
張
性
を
も
た
ら
す
。
「
Ｎ
Ｂ

Ｉ
Ｓ
」
は
採
用
顧
客
か
ら
「
統

合
監
視
に
よ
る
利
便
性
が
向
上

し
た
」
「
多
棟
管
理
な
ど
遠
隔

監
視
が
容
易
に
で
き
る
」
「
人

件
費
な
ど
管
理
コ
ス
ト
の
大
幅

な
削
減
が
で
き
た
」
な
ど
、
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
同
社
は

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
詳
細
を
ウ

ェ
ブ
で
公
開
し
て
い
る
。
検
索

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
内
田
洋
行
　

Ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
」
で
。

　
照
明
学
会
、
日
本
電
気
協

会
、
日
本
照
明
工
業
会

年
に
日
本
電
球
工
業
会
と
日

本
照
明
器
具
工
業
会
が
合

併

の
３
団
体
が
「
あ
か
り

の
日
」
を
制
定
し
た
の
は
１

９
８
１
年
で
あ
る
。
「
照
明

文
化
の
向
上
に
よ
る
豊
か
な

社
会
の
創
造
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
」
を
目
指
し
、

照
明
の
持
つ
意
義
の
認
識

と
、
正
し
い
照
明
知
識
の
普

及
、
啓
発
活
動
を
推
進
す
る

と
い
う
の
が
目
的
。

　
３
団
体
が
編
成
し
た
あ
か

り
の
日
委
員
会
は

年
度
、

小
冊
子
「
住
ま
い
の
照
明
　

省
エ
ネ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
　
２
０
１

４
年
度
版
」
を
発
行
・
配
布

を
実
施
す
る
。
街
頭
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
で
は
全
国

地
区
・

カ
所
の
街
頭
で
こ
の
小
冊

子
、
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
を
入
れ

た
セ
ッ
ト
を
１
万
袋
配
布
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
か
ら

抽
選
で
２
５
０
人
に
電
球
型

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

　
ま
た
、
「
あ
か
り
の
日
」

で
は
毎
年
、
全
国
の
小
学
生

を
対
象
に
「
全
国
小
学
生
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
て
い
る
。
「
自
由
に
描

こ
う
！
未
来
の
照
明
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
生
活
を
豊
か

に
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
、

そ
し
て
無
駄
の
な
い

あ
か

り

の
使
い
方
を
考
え
る
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
。

回
目
と

な
る
今
回
は
全
国
か
ら
２
８

５
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

９
月

日
に
行
わ
れ
た
最
終

審
査
で
、
名
古
屋
市
立
志
段

味
東
小
学
校
６
年
生
、
小
宮

山
舞
子
さ
ん
の
作
品
が
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。
こ
の
ほ

か
、
優
秀
賞
が

作
品
、
入

選
が

作
品
を
決
定
し
て
い

る
。

　
一
方
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
普

及
拡
大
に
は
業
界
団
体
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
協
議
会

Ｊ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｓ

も
取
り
組
ん
で

お
り
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の
最

新
情
報
発
信
や
調
査
研
究
結

果
の
報
告
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

月

日
、
東
京
・
品

川
区
立
総
合
区
民
会
館
で
Ｊ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
の
創
立

周
年
を

記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
１
４
　
未
来
予
想
図

―
ニ
ッ
ポ
ン
・
あ
か
り
の
未

来
―
」
を
開
催
。
会
場
に
は

照
明
開
発
・
販
売
、
建
築
・

設
計
関
係
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
、
多
く
の
関
係
者
が
来

場
し
た
。
講
演
で
は
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
、
照
明
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を

取
り
上
げ
、
次
世
代
社
会
に

お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
役
割

を
浮
き
彫
り
に
し
た
ほ
か
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
関
係
者
、
有
識
者
に
よ

る
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ

れ
た
。

　
省
エ
ネ
化
に
貢
献
す
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
普
及
拡
大
に
向

け
、メ
ー
カ
ー
、業
界
団
体
の

取
り
組
み
は
今
後
も
続
く
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １０月２１日 火曜日 　　

　
現
在
、
一
般
に
普
及
し
て

い
る
人
工
光
源
の
照
明
は
白

熱
電
球
、
蛍
光
灯
、
そ
れ
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
だ
。
最
初
に
実
用
化

さ
れ
た
の
が
白
熱
電
球
で
あ

る
。
エ
ジ
ソ
ン
は
１
８
７
９

年

月

日
、
自
身
が
開
発

し
た
も
の
を

時
間
以
上
点

灯
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
エ
ジ
ソ
ン
の
電
球
は
フ

ィ
ラ
メ
ン
ト
素
材
に
木
綿
糸

を
使
っ
た
。
白
熱
電
球
は
明

る
さ
や
寿
命
な
ど
の
性
能
向

上
を
求
め
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

の
素
材
は
さ
ら
に
改
良
さ
れ

て
い
っ
た
。
現
在
は
タ
ン
グ

ス
テ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
２
０
０
０
時
間
の
点

灯
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
蛍
光
灯
は
ガ
ラ
ス

の
管
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い

る
低
圧
の
水
銀
蒸
気
に
放
電

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す

る
紫
外
線

Ｕ
Ｖ

で
ガ
ラ

ス
管
の
内
側
に
塗
布
さ
れ
た

蛍
光
物
質
を
発
光
さ
せ
る
。

１
９
３
４
年
に
米
国
で
実
用

化
さ
れ
た
。
白
熱
電
球
よ
り

は
長
寿
命
で
低
消
費
電
力

だ
。
そ
の
蛍
光
灯
よ
り
も
さ

ら
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
環

境
負
荷
の
低
減
を
実
現
す
る

の
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
源
と
し
た

照
明
器
具
で
あ
る
。

　
経
済
産
業
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
家
庭
内
に
お
け
る
電

気
機
器
の
電
気
使
用
量
に
占

め
る
照
明
器
具
の
割
合
は
約

％
。
冷
蔵

庫
の
約

％

に
次
い
で
、

第
二
位
。
照

明
で
省
エ

ネ
、
節
電
対

策
を
行
え

ば
、
そ
の
効

果
は
大
き
い

と
い
え
る
。

そ
こ
で
水
銀

灯
や
白
熱
灯

照
明
、
天
井

に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る

直
管
形
の
蛍

光
灯
か
ら
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
へ

の
置
き
換
え

が
進
ん
で
い
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
電
子
の
持
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
換
す
る
半
導
体
素
子
。

そ
の
光
は
視
認
性
、
応
答
性

に
優
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｖ
を
ほ

と
ん
ど
含
ん
で
お
ら
ず
、
調

光
や
点
滅
も
自
由
に
制
御
で

き
る
。

年
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

が
実
用
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
光
の
三
原
色
が
そ
ろ

い
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
低
消
費
電
力

で
あ
る
こ
と
や
、
電
球
で
利

用
し
て
い
る
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

が
不
要
で
長
寿
命
で
あ
る
こ

と
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
利
用

し
た
も
の
や
蛍
光
灯
と
比
較

し
て
発
熱
量
が
少
な
い
こ

と
、
応
答
性
が
よ
い
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
。

　
か
つ
て
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
輝
度

が
低
く
、
色
に
つ
い
て
も
制

限
が
あ
っ
た
た
め
、
大
き
い

も
の
で
屋
内
用
表
示
器
、
小

型
の
も
の
で
は
電
子
機
器
の

表
示
ラ
ン
プ
部
分
な
ど
の
よ

う
に
、
用
途
が
限
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
青
色
、
白
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開
発
さ
れ
、
実
用

化
さ
れ
た
こ
と
や
耐
久
性
が

向
上
し
た
こ
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
が
発
売
さ
れ
た
当
時
は
白

熱
球
な
ど
と
比
べ
て
照
射
範

囲
が
狭
い
も
の
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
解
決
す
る
照
明

器
具
も
登
場
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
性
能
も
向
上
し
、
屋

外
で
使
え
る
輝
度
に
な
っ

た
。
信
頼
性
も
高
ま
っ
て
い

る
。
信
号
機
や
街
灯
な
ど
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
設
備
、
安
全

性
が
求
め
ら
れ
る
自
動
車
の

車
載
部
品
な
ど
に
も
採
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
用
途

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
だ
ろ
う
。

　
現
在
、
照
明
用
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン

プ
の
定
格
寿
命
４
万
時
間
タ

イ
プ
を
１
日
当
た
り

時
間

点
灯
さ
せ
て
い
た
場
合
、
約

年
間
使
用
可
能
と
い
わ
れ

て
お
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

手
間
や
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ

な
が
る
。
発
光
効
率
が
よ

く
、
発
熱
量
が
少
な
い
た

め
、
空
調
コ
ス
ト
の
低
減
に

も
有
効
だ
。

　
白
熱
電
球
は
ほ
と
ん
ど
の

メ
ー
カ
ー
で
生
産
中
止
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
蛍
光
灯

の
生
産
も
今
後
、
減
少
し
て

い
く
だ
ろ
う
。
蛍
光
灯
に
使

用
さ
れ
て
い
る
水
銀
が
人
体

に
有
害
物
質
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
規
制
す
る
た
め
の
条
約

発
効
に
向
け
、
国
際
的
な
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
か
ら

だ
。
条
約
が
発
効
さ
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
２
０
２
０
年

以
降
は
水
銀
を
利
用
し
た
蛍

光
灯
の
製
造
、
輸
出
入
、
廃

棄
な
ど
が
規
制
さ
れ
る
。

　
日
本
照
明
工
業
会
が
発
表

し
た
一
般
照
明
器
具
の
日
本

市
場
出
荷
動
向
で
は

年
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
既
に
全
体
の

％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ

が

年
に
な
る
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や

有
機
Ｅ
Ｌ
な
ど
の
半
導
体
照

明
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
に
な
る
と
予
測

し
て
い
る
。


